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こどもの居場所いろり
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私自身、病弱な子として過保護に育てられたこども時代が窮屈で退屈で心残りでした。

自分の気持ちや個性を大切にのびのびと育つことがなかなかできず、不自由だった。

そんな経験があるからこそ、

子どもたちが生まれた環境や個性や病気・障がいによって可能性を狭められることなく、

自分の心を大切に、好奇心や創造性をはたらかせて思いっきり自由に遊び、何度でもやってみて、

大切な人たちとのコミュニケーションや関係づくりも、お互いに満足するまでやりとりして、

体験のすべてを味わいつくし、幸せな環境を自分でデザインできるような環境づくりを

自分の一生の仕事にしたいと思いました。

”こどもの居場所いろり”は、子どもたちの想像や創造を大歓迎する場所です。

しあわせなこども時代を、すべての子どもたちが経験する環境を創りたいと願っています。

代表ごあいさつ

こどもたちが自分たち自身で
しあわせな環境をデザインできる社会へ

辻千恵NPO法人mix j am  代表理事

‐大阪市出身

特定非営利活動法人mixjam代表理事／

（株）コドモノプロジェクト代表取締役

保育士・コーディネーター／19歳・17歳の息子の母

龍谷大学短期大学部社会福祉科卒業後、

保育士として知的障害・発達障害のある子どもたちの療育や生活支援に従事。

フリーランスの保育士を経て、地域での子育て支援活動や多世代交流の

場づくり・こどもの居場所づくりを企画・運営。

子どもたちの心と話すことやその子自身が自分を育む関わりを大切に考える。
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 VISION　&　MISSION 

すべての人の

「こども時代」を

しあわせに

こども・子育てを

まんなかにした

相互扶助社会の創造と

醸成をめざしています

団体名 特定非営利活動法人 mixjam 

設立 2023年10月

代表者 辻　千恵

活動場所所在地 福岡県直方市古町6‐8

電話番号 0949-36-4388

ウェブサイト https://www.mixjam-inclusive.com/

主な活動 体験型こども食堂の企画運営　・フリースクールの運営
見守り訪問および宅食事業　・各種体験学習イベントの企画運営

団体概要

３

https://www.mixjam-inclusive.com/


"WHAT IS
 IRORI
—
A
SAFE
HAVEN
FOR
CHILDREN?"

こどもの居場所

いろり　

とは

「ここは、やってみる場所。」

正解はない、何度も失敗したらいい。

自分感じて、考えて、やってみて、また考える、そんな“練習と実験の場”

「できる人ができる時にできることを」

地域の大人みんなで子育てをシェアリングしよう！

福岡県直方市・ふるまち商店街の空き店舗を再生した居場所です。商店街のお店の人たちや

地域の人たちに見守られながら、子どもたちがふらりと立ち寄れる場所として、

2022年より活動を続けています。

特定の人だけがする・される関係ではなく、関係人口を増やし

「できる人ができる時にできることを」

持ち寄り、子育てをみんなでシェアリングする地域の文化をつくることを目指しています。

４



日本では子どもの約9人に1人が貧困状態にあり、ひとり親世帯に限るとその割合は44 .5%に達します（厚生労働省 2022年）。

また、養育費を受け取れていないひとり親世帯は56 .9%と半数を超え、

働いても生活が成り立たない「ワーキングプア」の問題が深刻です。

福岡県直鞍地域の中心である直方市は人口55 ,164人のうち高齢者が33 .3%を占め（出典：総務省住民基本台帳 2024年）

子育て世代の20－39歳の女性の割合が9 .4%と、全国平均10 .3％を下回る地域です。かつての炭鉱産業の衰退以降、

地域の経済的基盤はよわく、サポートを必要とする子育て家庭が孤立しやすい環境であるといえます。

こうした状況の中で、行政の支援が届きにくい家庭や制度の狭間にいる親子を地域でつなぎ、

日常的に寄り添う居場所の役割が必要不可欠です。

COMMUNITY BACKGROUND

地域の背景と課題

直鞍地域における子育て支援・相互扶助事業の必要性

５



OUR PROGRAMS
IN
2025

令和７年度

実施事業

以上の課題背景に基づき、

4つの事業をおこなうことで

地域のセーフティネット形成を

目指しました。

６



この事業内の
開催回数

市補助金での
開催回数

2025年度
総開催数

18歳以下
参加者数

おとな
参加者数

全参加者数

108回 24回 132回 1381名 635名 2016名

「いろりこども食堂」の運営

いろりのこども食堂は、毎週(月) (木 )（日中）金曜日（夜）に年間

108回開催しました。延べ2016名が利用し、地域の親子にとって

なくてはならない居場所として育ってきました。

食事の提供にとどまらず、季節の行事や企業・地域との連携による

イベントを通じて、子どもたちにさまざまな体験の機会を届けました。

学生ボランティア参加校・大学

直方高校　／　大青蘭高校　／　九州産業大学

７



令和7年度　

こども食堂　

季節イベント

および

コラボイベント

4月20日｜多世代交流スペースでのお弁当配布

5月2日｜こどもの日メニュー＋新聞紙かぶとをつくろう

5月18日｜学校のことをみんなで話そう会

6月14日｜自然教室＋こども食堂

6月27日｜引っ越し前ラスト！おわかれ縁日パーティー

8月1日｜企業コラボ（株）フタバ九州｜工場見学×こども食堂

9月13日｜商店街コラボ≪わたしの秘密基地イベント≫

　　　　　ゆめいろクリームソーダ屋さんごっこ

9月20日｜自然教室×こども食堂

10月17日｜企業コラボ ライオンおくちからだプロジェクト

10月19日｜商店街イベントコラボ 6メートルの巻き寿司をつくろう

10月26日｜ふるまち商店街にてハロウィントリックオアトリート

　　　　　　ハロウィンカレー

12月6日｜企業コラボ 一風堂ラーメントラックプロジェクト

12月19日｜クリスマス会｜サンタさんピザづくり＆コンサート

12月28日｜お餅つき＆大掃除・お正月の準備

1月12日｜多世代交流スペースで交流ポップコーン

1月30日｜食育ヒーローと節分を学んで恵方巻をつくろう

2月8日｜防災教室にて避難所体験・防災食体験

2月20日｜地域団体コラボ 直方歴史カルタと名物焼きスパを楽しもう！

2月27日｜ちょっと早いおひなさまちらし寿司

3月6日｜地域有志コラボ 画廊カンヴァス×めし屋池田さん
里いもコロッケの会

3月16日｜大和青藍高校1年生 こども食堂を運営しようコラボ授業

3月20日｜地域ネットワークコラボ 直方市ネットワークでこども食堂

3月23日｜お花見こども食堂＠直方中央公園

3月24日｜企業コラボ 日本トーター（株）飯塚オートレース場ファン感謝祭にてこども食堂



直鞍こども食堂ネットワークの構築

活動のようす

直方市内のネットワーク

直方市内では、社会福祉協議会が主導する定例ミーティングを年6回開催。現在9団体が参加し、それぞれの活動状況や課題の情報共有がスムーズに行えるようになってきま

した。地元企業や有志の方から寄せられるご寄付を社協がいったん受け入れくださって各団体へ配布する仕組みも定着し、連携の土台が少しずつ整ってきています。

直鞍地区全体のネットワーク

直鞍地区全体（宮若市・鞍手町・小竹町・直方市）については、11月26日に福岡県こども食堂ネットワーク主催の地区研修の機会を活用し、各団体との交流を行いまし

た。また、直鞍地区のこども食堂運営者によるL INEグループを立ち上げ、地区全体でのネットワーク化へのニーズを探りながら、次のステップに向けた基盤づくりを進めて

います。

また、福岡県こども食堂ネットワークの一員として、2月28日には認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえが主催する全国交流会へも参加させていただき、

地域ネットワーク運営の学びを深めました。

現状と今後の課題

直鞍地区全体としての組織的なネットワーク機能はまだ発展途上です。引き続き各団体との関係を丁寧に育てながら、地域全体で子どもたちを支える仕組みづくりを目指し

ていきます。



子どもと関わる人材の育成

子どもたちに関わるスタッフ・ボランティアの資質向上を目的に、令和7年度は年間11回・

延べ12講座の研修を実施しました。

北九州市立大学の山下智也准教授を中心講師に迎え、心理学の理論から実際のケーススタディまでを

体系的に学ぶシリーズを組みました。

また、SDGs・食育・遊びなど多彩なテーマの専門家をお招きし、現場で子どもたちと関わる人たちの

視野と実践力を広げる機会をつくりました。



訪問支援とアウトリーチ

活動のようす

訪問事業を開始して2年目となる2025年度は、直方市の児童家庭係やスクールソーシャルワーカー（SSW）との

連携がさらに深まり、

要保護児童対策地域協議会（要対協）にかかる家庭へのケアに体系的に携わることができるようになっています。

この事業で助成いただきました事業費では、行政サービスの狭間にあるご家庭への見守り訪問・宅食支援を8世帯・

年間100時間実施し、これまでなかなかつながれなかった家庭との関係構築を進めてきました。

また、同地域の他の民間団体と連携して支援を始めた家庭が、その後、市・学校とも繋がり要対協のケースとして

位置づけられた事例も生まれました。民間の柔軟なアウトリーチが

制度による継続支援への橋渡しとして機能できたことは、私たち自身にとっても救いとなりました。

今後に向けて

来年度はさらに、支援の狭間にいる子どもたち・家庭へのアウトリーチを強化します。民間・行政・学校が連携しながら

継続支援へ繋げられるケースを増やし、どの子どもも取りこぼさない地域の仕組みづくりを目指していきます。



利用者の声

直方市内

61.8%

それ以外の県内

17.6%

宮若市・鞍手町・小竹町

14.7%

その他筑豊地方

5.9%

10回以上

47.1%3～5回

26.5%

5回～10回

14.7%

3回以下

11.8%

0 20 40 60 80

お友達やスタッフに会いに

お野菜たっぷりの栄養あるごはんが食べられる

子どもたちの遊びや経験になる

おやこで無料で利用できるから

ここを広めたいから
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利用者の約6割が直方市内在住であり、

地域に根ざした居場所として着実に

定着しつつあることが確認できました。

利用者の約9割が3回以上の継続利用者であり、

なかでも10回以上のリピーターが約半数を占めており

日常的に通い続けられる居場所として機能しています。

利用理由の上位は『栄養あるごはん』『子どもの遊びや経験』『人との出会い』であり、

食・体験・つながりの三つの価値がいろりへの来訪動機となっていることがわかりました。

『無料だから』を上回る理由が複数あることは、経済的支援を超えた居場所としての

　　　価値を示しています

利用満足度では約95%が『満足』以上と回答し、

不満の声はゼロでした。地域に根ざした継続利用者が多いと

いう結果と合わせると、いろりが安心して通い続けられる

場所として評価されていることがわかります。

「普通」とこたえた人たちのニーズを今後見極めていきます。
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人生は山あり谷あり。大変な時がいつ訪れるかは、誰にもわかりません。

だからこそ、しんどい時こそ頼れる場でありたいと、ずっと思ってきました。

この2025年度、いろりに集う人たちの中にもさまざまな困難を抱える場⾯がありました。

ひとり親になり生活が苦しくなったり、離婚したあと養育費が⼊らず調停に悩まされたり、

子どもの重複するアレルギーに⼀⽣懸命対応しながらも疲れる⽇があったり、

発達特性のある子どもとの関わりやきょうだい・世間との狭間に途⽅に暮れたり、

学校に行かなくなったわが⼦の気もちがわからず悩んだり・・・

そういったことは決して他人事ではなくて、誰の⾝にも起こり得ることです。

ふと孤独に陥りそうになるママたちの小さな⽀えになれる場所に、

いろりが少しずつ育ってきたかもしれないと感じる日が

少しずつ増えてきました。それが、この1年で一番⼼に残ったことです。

子育てをシェアリングするということは、

「誰かのことを、自分の⼼や境界線を⼤切にしながらも⾃分ごととして考えて動ける」

関係性をいかに育んでいけるか、

だと思っています。

今年度も、この事業を共に楽しみながら支えてくださったボランティアのみなさま、

連携・協力くださった⾏政の⽅々や企業のみなさま、各ネットワークのみなさま。そして、

いつもいろりのことを思い出して子どもたちに声をかけてくださったり、

「これ使える？」と食材などを寄付してくださる地域のみなさま。

本当にたくさんの方々に⼼を寄せていただいたこと、⼼から感謝しております。

2025年度も、本当にありがとうございました。

皆様の心の中の“こども時代”もまた、⼦どもたちに関わることで癒され育まれると嬉しいです。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

終わりに
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寄付サイトのご案内

いろりを、一緒に⽀えてください。

「いつでもおいで」と言える場所を

ずっと続けていくために、

皆様のご支援が必要です。

こども食堂の⾷材費・スタッフの

人件費・訪問⽀援の活動費など、

いろりの日常はたくさんの方が心を

寄せてくださっていることで成り立

っています。3 , 000円からのご寄附

で、地域の子どもたちの環境を共に

創る仲間になっていただけると

嬉しいです。

▼ ご寄附はこちらから

ht tps : / / s yncab l e . b i z / a s soc

i a t e /m i x j am i r o r i

NPO法人�m i x j am（Syncab l e）



特定非営利活動法人mixjam
822-0027

福岡県直方市古町6‐8

0949－36－4388

ありがとうございました！

公式HP
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